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1．研究背景 

有機薄膜太陽電池は柔軟で軽量、シリコ

ン太陽電池に比べて製造コストが安いと

いったメリットがあるが、変換効率が低く

耐久性が悪い。これまで、ノーマル構造の

有機薄膜太陽電池の活性層にポリエチレ

ングリコールを添加することによる変換

効率の向上が確認されている[1]。しかし、

耐久性が高い逆型構造の有機薄膜太陽電

池へのポリエチレングリコールの効果は

ほとんど研究が行われていない。本研究で

は、逆型の有機薄膜太陽電池の発電層にポ

リエチレングリコールを導入し、その添加

の効果を明らかにすることを目的とした。 

 

Fig.1  Reverse type organic solar cell 

2．実験方法 

ITO ガラス基板を有機洗浄、オゾン処理した

後、電子輸送層である TiO2 層を成膜した。次

に窒素中へ基板を移して P3HT:PCBM 発電層

を成膜し、正孔輸送層である PEDOT:PSS 層の

成膜を行った。この発電層に分子量 300 のポリ

エチレングリコールを添加した。成膜はスピン

コーターを用いて行い、成膜後アニール処理を

施した。真空蒸着機を用いて電極となる金を蒸

着し、図１の構造の逆型有機薄膜太陽電池を作

製した。 

3．実験結果と考察 

測定した太陽電池特性の各指標を表 1 に、J-

V 特性を図２に示す。これより、ポリエチレン

グリコール 300 を導入すると開放電圧は約 1.5

倍に向上するが、短絡電流密度は約半分となり、

トレードオフの関係にあることがわかる。しか

し、曲線因子の改善により変換効率の向上が確

認できる。当日はポリエチレングリコール添加

の条件や TiO₂層の成膜条件など、更に詳しい

実験結果について述べる。 

Table.1 Solar cells characteristic 

 

 
Fig.2 I-V characteristics of solar cell 
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PEG Eff(%) FF Jsc(mA/cm²) Voc（V)
〇 0.154 0.429 0.917 0.391
× 0.144 0.344 1.787 0.234
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